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２０２５年１０月入学 

東京農工大学大学院工学府博士前期課程（修士）国際専修 

ASEAN・日本連携エンジニアリーダー育成プログラム 

国費外国人留学生・私費外国人留学生 学生募集要項 

 

大学院工学府博士前期（修士）課程は、全専攻に国際専修（英語修了コース）の教育課程を設置

し、ASEAN諸国からの優秀な外国人留学生を中心とした超スマート社会を支える工業製品のイノベーテ

ィブな付加価値を創出できるスキルを持ったエンジニアリーダーを育成します。 

 

 

Ⅰ 専攻分野及び募集人員  

１ 専攻分野および指導予定教員 

  （1）応募者はP15～の工学府教育研究分野の中から希望する専攻および指導予定教員を選択

して下さい。 

（2）出願に先立ち、応募者は必ず指導予定教員と相談し、入学及び希望する研究課題につい

て了承を得て下さい。 

 

2 募集人員 

（１）大学推薦による国費外国人留学生 4名 

   （２）私費外国人留学生        4 名 

※（１）と（２）は併願可能です。 

 

 

Ⅱ 出願資格および条件 
 

P2～P7 参照  大学推薦による国費外国人留学生  

P8～P10 参照  私費外国人留学生 

 

 

 

Ⅲ 共通事項 
 

P11 参照 

 

 

 

Ⅳ アドミッションポリシーおよび教育研究分野 
 

P12～参照 
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Ⅱ 出願資格および条件 

 

「大学推薦による国費外国人留学生」の出願資格および条件 

１ 対象 

大学院レベルの外国人留学生として、新たに海外から留学する者とします。 

※学業成績係数が2.30以上（文科省で定める計算式による）であり、奨学金支給期間中の在籍課

程においてもこれを維持する見込みがある者とします。さらに下記「（６）語学能力」のいず

れかの条件を満たす者とします。 

 
２ 国籍 

 （アフリカ） 

アルジェリア、アンゴラ、ウガンダ、エスワティニ、エジプト、エチオピア、エリトリア、ガー 

ナ、カーボヴェルデ、ガボン、カメルーン、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ、ケニア、コート 

ジボワール、コモロ、コンゴ共和国、コンゴ民主共和国、サントメ・プリンシペ、ザンビア、 

シエラレオネ、ジブチ、ジンバブエ、スーダン、セーシェル、赤道ギニア、セネガル、ソマリア 

タンザニア、チャド、中央アフリカ、チュニジア、トーゴ、ナイジェリア、ナミビア、ニジェー 

ル、ブルキナファソ、ブルンジ、ベナン、ボツワナ、マダガスカル、マラウイ、マリ、南アフリ 

カ、南スーダン、モザンビーク、モーリシャス、モーリタニア、モロッコ、リビア、リベリア、 

ルワンダ、レソト 

（アジア） 

インド、スリランカ、ネパール、パキスタン、バングラデシュ、ブータン、モルディブ 

インドネシア、カンボジア、シンガポール、タイ、フィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシ 

ア、ミャンマー、ラオス、モンゴル 

（中南米） 

アルゼンチン、ウルグアイ、エクアドル、ガイアナ、コロンビア、スリナム、チリ、パラグアイ 

ブラジル、ベネズエラ、ペルー、ボリビア 

（中東） 

アフガニスタン、アラブ首長国連邦、イエメン、イスラエル、イラク、イラン、オマーン、カタ 

ール、クウェート、サウジアラビア、シリア、トルコ、バーレーン、ヨルダン、レバノン、パレ 

スチナ 

（太洋州） 

オーストラリア、キリバス、クック諸島、サモア、ソロモン諸島、ツバル、トンガ、ナウル、 

ニウエ、ニュージーランド、バヌアツ、パプアニューギニア、パラオ、フィジー、マーシャル、 

ミクロネシア 

（欧州） 

アイスランド、アイルランド、アゼルバイジャン、アルバニア、アルメニア、アンドラ、イタリ 

ア、ウクライナ、ウズベキスタン、英国、エストニア、オーストリア、オランダ、カザフスタン 

北マケドニア、キプロス、ギリシャ、キルギス、クロアチア、コソボ、サンマリノ、ジョージア 

スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タジキスタン、チェコ 

デンマーク、ドイツ、トルクメニスタン、ノルウェー、バチカン、ハンガリー、フィンランド、 

フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ポルトガル、マル 

タ、モナコ、モルドバ、モンテネグロ、ラトビア、リヒテンシュタイン、リトアニア、ルーマニ 

ア、ルクセンブルク 

（北米） 

アメリカ、カナダ 
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３ 年齢要件（上限） 

１９９０年４月２日以降に出生した者とします。 

 

※上記年齢要件の例外は国籍国の制度・事情（兵役義務・戦乱による教育機会の喪失等）によ

り資格年齢時に応募できなかった者と文部科学省が判断した場合に限られる。個人的事情

（経済状況、家族の事情、健康状態、大学又は勤務先の都合等）は一切認めない。ただし、

上記年齢要件を満たさないヤング・リーダーズ・プログラム修了生が博士後期課程への入学

を希望する場合は、同プログラム修了後５年以内に限り、応募を認める。 

 

４ 学歴 

日本の大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者とします。なお、日本の大学を卒

業した者と同等以上の学力があると認められる者は、以下のいずれかに該当する者とします。 
１）外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者。（見込みの者を含む。） 

２）本学において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、入学する月の 1 日現在満 22歳に達した者。 
 

５ 専攻分野 
出身大学において専攻した分野又は関連した分野とし、本学府で研究が可能な分野であるこ

と。 
 

６ 語学能力 

英語の能力において、以下のいずれかの条件を満たす者。 

 

① 正規課程への入学時点で英語におけるヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）のB2 相当以上の資

格・検定試験のスコアを有している者。 

② 日本の大学院修士課程・博士課程（前期）への入学資格を満たす教育課程を、英語を主要言

語として修了した者。 

③ ①相当以上の英語能力を有していると本学府において判断できる者。 

 

７ 健康 

日本留学について心身ともに支障がないと本学府が判断した者とします。 

 
８ 渡日時期 

２０２５年１０月１日～１０月１４日までの間で本学府の指定する期日までに渡日してくださ

い。 
 

９ その他注意事項 

１）次に掲げる事項に一つでも該当する者については対象外とする。採用以降に判明した場合に

は辞退すること。 

① 渡日時及び奨学金支給期間において、現役軍人又は軍属の資格の者。 

② 文部科学省又は本学府の指定する期日までに渡日できない者。 

③ 過去に日本政府（文部科学省）奨学金留学生であった者（渡日後辞退者を含む）。ただし奨

学金支給最終月の翌月から奨学金支給開始月までに３年以上の学業又は職務経歴がある者、又

は最後に受給した日本政府（文部科学省）奨学金が日本語・日本文化研修留学生（帰国後に在

籍大学を卒業した又は卒業見込みの者に限る。）、日韓共同理工系学部留学生、ヤング・リー

ダーズ・プログラム留学生のいずれかであった者はこの限りではない。なお、文部科学省学習
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奨励費（MEXT Honors Scholarship）は日本政府（文部科学省）奨学金留学生にあたらないた

め、過去に受給歴があっても応募可能。 

④ 日本政府（文部科学省）奨学金制度による他の奨学金プログラムとの重複申請をしている

者。 

⑤ 申請時に日本に滞在（日本に住民票がある）している者及び申請時から奨学金支給期間開始

前に日本に滞在予定の者。 

⑥ 奨学金支給開始後に日本政府及び日本政府関係機関拠出の奨学金・フェローシップ等を受給

することを予定している者。 

⑦ 「卒業見込みの者」であって、所定の期日までに学歴の資格及び条件が満たされない者。 

⑧ 申請時に二重国籍者で、渡日時までに日本国籍を離脱したことを証明できない者。 

⑨ 申請時から日本以外での研究活動（インターンシップ、フィールドワーク等）や休学等を長

期間予定している者。 

⑩学位取得を目的としない者。 

 
２）大学卒業見込みで出願した者で、２０２５年９月までに卒業できない者は入学を取り消しま

す。 

 

３）出願資格および条件Ⅱの４にかかる者で大学卒業までに学業年数が１６年に満たない場合、

事前に審査を受ける必要があるので、２０２４年１２月２３日までに本専攻の指導教員予定者

に必ず申し出てください。 

   

４）日本留学中、日本の国際化に資する人材として、広く地域の学校や地域の活動に参加するこ

とで、自国と日本との相互理解に貢献するとともに、卒業後も留学した大学と緊密な連携を保

ち、卒業後のアンケート調査等にも協力する他、帰国後は在外公館等が実施する各事業に協力

することで、自国と日本との関係の促進に努める者を採用いたします。 
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応募手続 

すべての応募者はあらかじめ希望する指導教員予定者と連絡を取り合い、受入許諾を受けてから 

出願してください。 

 

１）提出先 

２０２５年１月１４日（必着）までに、本学府の指導予定教員宛てに、国際郵便等で郵送して

ください。 

 

２）提出書類 

① 日本政府奨学金留学生申請書（所定様式） 

② 専攻分野及び研究計画（所定様式） 

③ 研究業績（所定様式） 

④ 学位論文概要等（様式自由・学士論文の概要を和文もしくは英文６００語未満にまとめてく

ださい。） 

⑤ 所属大学等の学部長レベル以上の推薦状 

（東京農工大学学長宛てのもの。原則として、所属大学等の専用便せんを使用し公印を押した

もの。） 

⑥ 最終出身大学（大学院）の成績証明書 

⑦ 最終出身大学（大学院）の卒業証明書または卒業見込証明書または学位授与証明書 

⑧ 最終出身大学において学業優秀であることを証明する学業成績資料等 

（例えば、GPA、ABC のクラス分け、具体的な順位（○人中第○位）等、最終出身大学における 

成績が明確に判る指標など。） 

⑨ 【６ 語学能力】のいずれかの条件を満たす根拠となる書類 

（例:TOEFL、IELTS等の証明書。2022年11月20日以降に受験したものに限る。） 

（【６ 語学能力】の①または②を証明する書類がない場合は、至急指導教員予定者へご連絡く

ださい。） 

⑩ 健康診断書（原則として、書類提出日から６か月以内に受診したもの。）（所定様式） 

⑪ パスポートの写し（ない場合は公的身分証明書、戸籍謄本、市民権等の証明書の写し等） 

⑫ 入学検定料３０，０００円（本学所定の入学検定料払込用紙により支払ってください。 

なお、海外の応募者は指導予定教員の指示に従ってください。） 

     ※国費外国人留学生に採用された場合、入学後に入学検定料を返金します。 

 

 ３）その他注意事項 

ⅰ) 申請書類は、すべて日本語又は英語により、出来るだけタイプを用いて、Ａ４判両面印刷に

統一して作成してください。（その他の言語により作成する場合は、日本語もしくは英語によ

る訳文を添付してください。） 

ⅱ) 提出書類は原則として返却しません。 

ⅲ) 上記申請書がすべて完全かつ正確に記載されていない場合、付属書類が完全に揃っていない 

場合、又は提出期限が過ぎた場合は受理しません。 

  ⅳ) 提出書類及びその様式は変更することがあります。 
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４）選考方法及び本プログラムの目的 

ⅰ) 提出された書類及び口述試験により合否を判定します。口述試験日時は２０２５年１月１６

日～２１日までの間のいずれかの日を予定しています。口述試験の詳細については、指導予定

教員から通知します。 

ⅱ) 合否については２０２５年２月下旬までに、指導予定教員から通知します。 

ⅲ) 合格者は東京農工大学から国費外国人留学生候補者として文部科学省に推薦します。文部科

学省の審査に通過した後、奨学金留学生としての採用が決定します。奨学金採用通知は、文部

科学省の通知に基づき、指導予定教員から本人に７月頃に通知します。 

ⅳ) 授業及び研究指導は主として英語により行い、２年間で修士（工学）または修士（学術）を

修得させることを目的とし、在籍身分は正規の大学院生とします。 

 
５）奨学金 

奨学金支給期間は２０２５年１０月からの２年間です。また、２０２５年度の奨学金月額は未

定であるため、参考として２０２４年度の奨学金月額を以下のとおり示します。（予算、物価等

の状況により、支給額は各年度で見直される場合があります。） 

２０２４年度実績 月額１４７,０００円 

大学を休学又は長期に欠席した場合、その期間の奨学金は支給されません。 

なお、次の場合には、原則として奨学金の支給を取りやめます。また、これらに該当するにも

かかわらず奨学金を受給した場合、該当する期間に係る奨学金の返納を命じることがあります。 

ⅰ)申請書類に虚偽・不正の記載があることが判明したとき。 

ⅱ)文部科学大臣への誓約事項に違反したとき。 

ⅲ)日本の法令に違反し、無期又は一年を超える懲役若しくは禁固に処せられたとき。 

ⅳ)本学の学則等に則り、懲戒処分として退学・停学・訓告及びこれらに類する処分を 

受けた場合あるいは除籍となったとき。 

ⅴ)学業成績等不良や停学・休学等により標準修業年限内での修了が不可能であることが確定

したとき。 

ⅵ)「留学」の在留資格を新たに取得せずに渡日したとき又は「留学」の在留資格から他の在

留資格に変更になったとき。 

ⅶ)他の奨学金（使途が研究費として特定されているものを除く）の支給を受けたとき。 

ⅷ)採用後、進学に伴う奨学金支給期間延長の承認を受けずに上位の課程に進学したとき 

ⅸ)本学を退学したとき又は他の大学院に転学したとき。 

ⅹ)１年毎の各時点における学業成績係数が2.30又は大学が定める成績基準を下回ったとき。 

 

６）旅費 

ⅰ) 渡日旅費について、渡日する留学生の居住地最寄りの国際空港から成田国際空港又は受入

大学が通常の経路で使用する国際空港までの下級航空券を交付します。なお、渡日する留学

生の居住地から最寄りの国際空港までの旅費、空港使用料、空港税、渡航に要する特別税、

日本国内の旅費等は留学生の自己負担とします。（「留学生の居住地」は原則として申請書

に記載された現住所とします。）また、国籍国以外からの航空券は支給しません。 

ⅱ) 帰国旅費について、奨学金支給期間終了月内に帰国する留学生については、本人の申請に

基づき、成田国際空港から当該留学生が帰着する場所の最寄りの国際空港までの下級航空券

を交付します。 

ⅲ）帰国する留学生の日本での居住地から最寄りの国際空港までの旅費、空港税、空港使用

料、渡航に要する特別税、国籍国内の旅費（航空機の乗り継ぎ費用を含む。）、旅行保険

料、携行品・別送手荷物に関わる経費等は留学生の自己負担とします。なお、自己都合及び
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上記５）奨学金ⅰ～ⅹ」の事由により奨学金支給期間終了月前に帰国する場合は帰国旅費を

支給いたしません。 

Ⅳ) 渡日及び帰国の際の保険料は自己負担とします。 

Ⅴ）奨学金支給期間終了後も引き続き日本に滞在する場合（例：日本での進学、就職）、一時

帰国する際の帰国旅費は支給しません。 

 

７）教育費 

大学における入学料及び授業料等は東京農工大学が負担します。 

 

 ８）入学時に要する経費  

ⅰ)入学料、授業料は徴収しません。 

ⅱ) 学生教育研究災害傷害保険制度は、学生の正課および課外活動中における不慮の災害事故

により身体に傷害を被った場合の補償制度であり、新入生は全員加入してください。保険料

は、２年間分で１，７５０円です。 

ⅲ) 学生賠償責任保険制度は、学生の正課、学校行事およびその往復中で、他人にけがをさせ

たり、他人の財物を損壊した場合の補償制度であり、新入生は学生教育研究災害保険と共に

全員加入してください。保険料は２年間で３,６００円です。また、別途、消費生活協同組

合への加入料の５,０００円が必要となりますが、修了時に返金します。 

※なお、保険料、加入料は変更になる場合があります。 
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「私費外国人留学生」の出願資格および条件 

１ 対象 

大学院修士課程レベルの外国人留学生として海外から留学する者及び在日の者で、本学工学府に

て修士の学位取得を希望する者。 

 

２ 国籍 

国籍は問いません。 

 

３ 年齢上限 

年齢は問いません。 

 

４ 学歴 

日本の大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者とします。なお、日本の大学を卒

業した者と同等以上の学力があると認められる者は、以下のいずれかに該当する者とします。 

１）外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者。（見込みの者を含む。） 

２）大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、入学する月の 1日現在満２２歳に達した者。 

 

５ 健康 

心身ともに大学における学業に支障のない者とします。 

 

６ 語学能力 

英語の能力において、以下のいずれかの条件を満たす者。 

 

①正規課程への入学時点で英語におけるヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の B2 相当以上の資格・

検定試験のスコアを有している者。 

②日本の大学院修士課程・博士課程（前期）への入学資格を満たす教育課程を、英語を主要言語と

して修了した者。 

③ ①相当以上の英語能力を有していると受入大学において判断できる者。 

 

７ 渡日時期 

２０２５年１０月１４日までに渡日してください。 

 

８ その他注意事項 

１）大学卒業見込みで出願した者で、２０２５年９月までに卒業できない者は入学を取り消します 

２）大学卒業までに学業年数が１６年を満たない場合、事前に審査を受ける必要があるので、２０

２４年１２月２３日までに本専攻の指導教員予定者に必ず申し出てください。 

 

応募手続 

すべての応募者はあらかじめ希望する指導教員予定者と連絡を取り合い、受入許諾を受けてから

出願してください。 

 

１）提出先 

２０２５年１月１４日（必着）までに、本学府の指導予定教員宛てに、国際郵便等で郵送してく

ださい。 
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２）提出書類 

① 2025 年度東京農工大学大学院工学府博士前期課程国際専修入学申請書（所定様式） 

② 専攻分野及び研究計画（所定様式） 

③ 研究業績（所定様式） 

④ 学位論文概要等（様式自由・学士論文の概要を和文もしくは英文６００語未満にまとめてくださ

い。） 

⑤ 最終出身大学の卒業証明書または卒業見込証明書・成績証明書・学位記等証明書 

⑥【６ 語学能力】のいずれかの条件を満たす根拠となる書類 

（例:TOEFL、IELTS 等の証明書。2022 年 11 月 20 日以降に受験したものに限る。） 

（【６ 語学能力】の①または②を証明する書類がない場合は、至急指導教員予定者へご連絡くださ

い。） 

⑦ 健康診断書（原則として、書類提出日から遡り６か月以内に受診したもの。）（所定様式） 

⑧ パスポートの写し（ない場合は公的身分証明書、戸籍謄本、市民権等の証明書の写し等） 

⑨ 入学検定料３０，０００円（本学所定の入学検定料払込用紙により支払ってください。 

なお、海外の応募者は指導予定教員の指示に従ってください。） 

   

３）その他注意事項 

ⅰ) 申請書類は、すべて日本語又は英語により、出来るだけタイプを用いて、Ａ４判両面印刷に統一

して作成してください。（その他の言語により作成する場合は、日本語もしくは英語による訳文

を添付してください。） 

ⅱ) 提出書類は原則として返却しません。 

ⅲ) 上記申請書がすべて完全かつ正確に記載されていない場合、付属書類が完全に揃っていない 

場合、又は提出期限が過ぎた場合は受理しません。 

ⅳ) 提出書類及びその様式は変更することがあります。 

ⅴ) 入学検定料払込用紙は、事前に小金井地区事務部学生支援室入学試験係あてにご請求下さい。 

払込み後、「入学検定料払込受付証明書【大学提出用】」を出願書類に同封してください。 

 

４）選考及びプログラムの目的 

ⅰ) 提出された書類及び口述試験により合否を判定します。口述試験日時は２０２５年１月１６日～

２１日までの間のいずれかの日を予定しています。口述試験の詳細については、指導予定教員か

ら通知します。 

ⅱ) 合否は、２０２５年２月下旬までに指導予定教員から通知します。 

ⅲ) 授業及び研究指導は主として英語により行い、２年間で修士（工学）または修士（学術）を取得

させることを目的とし、在籍身分は正規の大学院生とします。 

 

５）入学時に要する経費 

ⅰ) 入学料２８２，０００円 

ⅱ) 授業料後期分（１０月～３月）３２１，４８０円（年額６４２，９６０円） 

（入学料及び授業料は改定されることがあります。 

ⅲ) 学生教育研究災害傷害保険制度は、学生の正課および課外活動中における不慮の災害事故 

によって身体に傷害を被った場合の補償制度であり、新入生は全員加入してください。 

保険料は、２年間分で１，７５０円です。 

ⅳ) 学生賠償責任保険制度は、学生の正課、学校行事およびその往復中で、他人にけがをさせたり、

他人の財物を損壊した場合の補償制度であり、新入生は学生教育研究災害保険と共に全員加入し

てください。保険料は２年間で３,６００円です。また、別途、消費生活協同組合への加入料の
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５,０００円が必要となりますが、修了時に返金します。 ※なお、保険料、加入料は変更になる

場合があります。  
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Ⅲ 共通事項 

１ 留学生は渡日に先立ち、日本の風土、習慣、気候、大学の状況について、あらかじめできるだ

け研究しておいてください。また、授業以外の日常生活は日本語での生活になることについて十

分理解しておかなければなりません。 

 

２ 大学案内、研究、教育内容等については、ホームページを参考してください。

（https://www.tuat.ac.jp/en/） 

 

３ 出願時に入手した個人情報は、国立大学法人東京農工大学個人情報の保護に関する規程に則っ

て適切に取り扱います。 

 

４ 本学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づき、「国立大学法人東京農工大学安全保障輸出

管理規程」を定め、学生の受入れに際し厳格な審査を行っています。規制事項に該当する場合に

は、本学から経済産業省への許可申請が必要となり、すぐに教育が受けられない場合や研究がで

きない場合があります。また、本学からの許可申請について、経済産業省が国際平和・安全の維

持の観点から不許可とした場合、結果的に本学での教育が受けられない場合や研究ができない場

合があります。 

 

５ その他、本募集要項に関する問い合わせは、文書により行ってください。 

 

【問い合わせ先】 

〒１８４－８５８８ 

日本国東京都小金井市中町２－２４－１６ 

東京農工大学大学院工学府 小金井地区事務部学生支援室入学試験係 

E-MAIL: tnyushi@cc.tuat.ac.jp 
FAX：（＋８１）４２－３８８－７０１３ 

  

https://www.tuat.ac.jp/en/


 

- 12 - 
 

Ⅳ アドミッションポリシーおよび教育研究分野 

学びの目的 

工学府は、自然環境と科学技術に関心を持ち、常に自己を啓発し、広い知識と視野を持ち、高い自

主性と倫理性に支えられた実行力を有し、国際社会で活躍できる技術者・研究者を目指す学生を国内

外から広く受け入れる。最近の科学技術の発展は目覚ましいものがあり、技術・情報が高度化、先端

化すると同時に種々の専門分野に関連する境界領域や総合領域における発展も著しい。工学府は、こ

のような時代の要請に対応する科学と工学の基礎学問から先端応用技術に至る広範囲の研究教育を教

授し、幅広い学識と高度の研究能力を有する独創性豊かな研究者、技術者の養成を目標とする。 

 

アドミッションポリシー 

教育研究の目的、および人材養成の目的をふまえ、工学府は、以下のような人材を求める。 

①幅広い視野と専攻分野を学ぶための十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけた者。 

②大自然の真理に対する探求心とモノ作りマインドを持ち、理工学分野の科学技術に関心があり、

研究を通じて主体的に考え、他人と協力・協働して、研究課題の解決や社会の発展に貢献する意

識の高い者。 

③人類が直面している諸課題に対し、多面的に考察・判断して研究課題を自ら設定することがで

き、その課題に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

生命工学専攻 

国際性、コミュニケーション能力、国内外の学会発表や論文発表ができる能力を身につけさせ、最先端の生

命工学の専門家として、現代社会のニーズに即応して活動でき、新たなニーズの発掘とシーズの発見能力に富

んだ専門家として社会の中核で活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求め

る。 

①生命工学専攻分野を学ぶための化学・生命科学・工学に関する十分な基礎学力と、研究者や技術者に必

要な高い倫理性を身につけた者。 

②生命工学分野の最先端の研究に対する探求心を持ち、学際的かつ国際的に協力・協働して、社会的に貢

献したいという意欲のある者。 

③人類が直面している諸課題に対し、生命工学分野の高度な専門知識・解析能力・洞察力に基づいて主体

的に研究課題を設定することができ、その課題に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

生体医用システム工学専攻 

現代医療の根幹を支える生体医用工学の先端技術および関連する専門知識を修得させるとともに、異分野

の専門家との協働を通じて、バイオメディカルイノベーションプロセスに基づいた実践的な研究開発能力を有

し、多種多様な産業分野のシーズを医療・ヘルスケア機器開発に橋渡しできる、高度で知的な素養を備えた、

国際社会で活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求める 

①生体医用工学分野を学ぶための幅広い視野と十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけた

者。 

②自然科学に対する探求心とモノ作りマインドを持ち、生体医用工学分野の研究に関心があり、それらの分

野での活動を通じて主体的に考え、専門分野の境界を越えた複数の研究者、技術者、専門家等と協力・

協働して、研究課題の解決や社会の発展に貢献する意識の高い者。 

③人類が直面する健康・医療・衛生等の諸課題に対し、多面的に考察・判断して研究課題を自ら設定するこ

とができ、新しい研究領域や医療・ヘルスケア技術開発につながる研究に果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語および英語による高いコミュニケーション能力を有する者。 
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応用化学専攻 

化学と物理の基盤的学力と、応用化学、材料科学、および関連する分野に関する専門知識に基づき、自然・

生命・環境・エネルギー等の分野に関連する化学者・材料科学者として、高度専門的な科学技術の発展に指導

的立場を担い、安全安心な持続型社会の形成に貢献し、豊かなコミュニケーション能力で国際的に活躍できる

研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求める 

①化学および物理分野や関連分野の十分な基礎学力を有し、研究者や技術者に必要な倫理観を有する

者。 

②化学物質に対して、原子・分子レベルの視点から新しい価値を創出し、その分野の専門家として社会的・

国際的に貢献する意欲と積極性を有する者。 

③自然・生命・環境・エネルギー等の分野に関連する化学・材料科学分野において、自ら研究課題を設定

し、未踏の学理の追究、新しい研究領域の開拓に果敢に挑戦する意欲を有する者。 

④日本語または英語での優れたコミュニケーション能力を有する者。 

 

化学物理工学専攻 

エネルギー、環境、新素材等に関連する諸問題を化学工学・物理工学の深い専門的知識の統合的理解と活

用によって解決する能力と、先導的役割を果たす高度専門的指導力を有することで、持続型社会の形成に貢

献し社会的・国際的に活躍する研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求める。 

①化学・物理・数学・英語等、化学工学・物理工学分野を学ぶための十分な基礎学力を持つとともに、幅広い

視野と高い倫理観を身につけた者。 

②エネルギー・地球環境・医薬/食品・素材/材料、あるいはそれらの課題解決の基盤となるプロセス技術・計

測技術等に関連する化学工学・物理工学分野の研究に関心があり、それらの分野での活動を通じて社会

的・国際的に貢献したいという意欲を持つ者。 

③人類が直面している諸課題に対し、化学工学・物理工学の統合的理解と活用によって多面的に考察・判断

して研究課題を自ら設定することができ、その課題の解決に向けて果敢に挑戦する意欲のある者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

機械システム工学専攻 

数学・物理学の高い基盤的解析能力と機械システム工学の幅広く深い専門知識に基づいて、環境と調和し

て持続発展可能な科学技術立脚社会をグローバルスケールで実現するための Unique & Best な先端的機械シ

ステムを設計・創造し、世界の社会・文化に関する深い理解・洞察と豊かなコミュニケーション能力で国際的に活

躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人材を求める 

①幅広い視野と機械システム工学分野を学ぶための十分な基礎学力をあわせもち、高い倫理性を身につけ

た者。 

②機械システム工学の最先端の研究に取り組む高い学問的応用能力があり、専門分野での国際的活動を通

じて人類・社会に貢献したいという強い意志を持つ者。 

③数学・物理学ならびに機械システム工学分野において高度な解析能力・専門知識・洞察力に基づいて問

題を発見・解決する能力を有するとともに、新しい研究領域や融合的領域における研究課題に果敢に挑戦

する意欲にあふれた者。 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者。 

 

知能情報システム工学専攻 

現代社会の根幹を支える情報工学、電気電子工学の先端技術及び関連する専門知識を修得させるととも

に、社会ニーズに基づく新たな知能情報システム工学を探求・考案し、専門が異なる者との協働を通じて創り上

げる高度な研究開発力を備え、国際的に活躍できる研究者・技術者の養成を目標とする。よって、次のような人

材を求める。 

①情報工学、電気電子工学および理工系基礎科目に関する十分な基礎知識と倫理性を身につけた者 
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②情報工学、電気電子工学の研究に関心があり、それらの分野での活動を通じて社会的・国際的に貢献した

いという意識が高い者 

③情報工学、電気電子工学の専門性に基づいた問題発見・解決能力を有し、新しい研究領域に果敢に挑戦

する意欲のある者 

④日本語、外国語を問わず、高いコミュニケーション能力を有する者 

 



所属教員の主な研究内容 

研　　　　　究　　　　　内　　　　　容主要教育研究分野 担当教員名
  細 胞 機 能 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  生命分子情報科学 
 
 
 
  システムバイオロジー 

斉    藤    美佳子 
 
 
 
 
 
モリ　テツシ 
 
 
 
黒 田 　 裕 
 
 
 
津 川  裕 司 

幹細胞工学、単一細胞機能の分子制御（遺伝子、サイトカイン、エク
ソソームなど）、複合疾患モデルの創製（糖尿病予備群モデルマウ
ス、がん転移モデル細胞など）、複合疾患の発症機構解析、疾患予防
の細胞医薬の開発、レギュラトリーサイエンス、実験動物健康モニタ
リング、に関する研究を行う。 
 
新規・未同定環境微生物の有効利用および生態・役割・遺伝的バック
グラウンドの理解を目指し、分子生物的手法を基盤とした技術開発研
究を行う。 
 
種々分光学法、Ｘ線結晶構造解析法、NＭR法、計算機シミュレーシ
ョンを融合的に用いて、タンパク質を可溶化、又はその機能を改変す
る研究。可溶化や機能改変による生物学的影響の検証。 
 
当研究室では、植物とヒトとの繋がりを紐解くオミクス解析の技術開
発を通じて、自然界で創生される100万種を超える化合物が、ヒトおよ
び腸内細菌叢でどのように代謝され、どのような生体分子に作用し、
我々の生体恒常性維持に寄与しているかを解明する研究を行います。

　生命工学専攻

─  15  ─

10012943574
タイプライターテキスト
※1の教員については指導予定教員として選択できません。
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  生 体 分 子 構 造 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  細 胞 分 子 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ナ ノ 生 命 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
  バ イ オ ビ ジ ネ ス  
 
 
 
  分 子 生 命 化 学 
 
 
 
 
  植 物 情 報 工 学 

中 澤 靖 元 
 
 
 
 
 
野 口 恵 一 
（ 協 力 教 員 ） 
 
 
太 田 善 浩 
 
 
 
 
稲 田 全 規 
 
 
 
平 田 美 智 子 
 
 
 
池 袋 一 典 
 
 
 
 
浅 野 竜 太 郎 
 
 
 
津 川 若 子 
（ 協 力 教 員 ） 
 
 
川 野 竜 司 
 
 
 

※1 
山 田 晃 世 

シルクフィブロイン等の天然高分子を用いた新規な組織工学材料を創
製する。天然高分子の機能化および高次構造制御による微細構造‒物
性-機能性の相関関係を明確化するとともに、医工連携により、組織
再生型の心臓修復用パッチや動脈グラフト、創傷被覆材、心臓弁、軟
骨等の次世代医療機器への応用を図る。 
 
X線回折法、核磁気共鳴分光法、質量分析法、電子顕微鏡観察などの
各種先端機器分析法などを用いて、生体関連低分子化合物や生体高分
子の立体構造とその物性の相関について研究している。 
 
ミトコンドリアが関与する生命現象（プログラム細胞死、活性酸素発
生、エネルギー代謝など）の理解、及びミトコンドリアに関連する創薬
の推進を目指し、イメージングを中心とした計測技術の開発及びメカニ
ズムの解明を行う。 
 
遺伝子改変技術を駆使した分子細胞生物学的なアプローチにより、コラ
ーゲンの産生と分解に関連する多彩な生体現象を解析する。特に遺伝子
欠損マウスを用い、関連疾患の発症機構を病態生化学的に解明する。 
 
遺伝子編集技術を用いた遺伝子欠損動物の作製とその表現型解析によ
る遺伝子機能の生化学的解析を行う。特に創薬における実験評価系の
構築や画像診断技術の開発に資する研究開発を行う。 
 
新規DNA認識素子を設計・合成するために、進化の過程を模倣した
手法を用いてDNA結合タンパク質を改変することを試みる。また
DNA分子自体を分子認識素子として利用するDNAアプタマーの開発
研究を行う。 
 
次世代型のタンパク質製剤の開発、およびバイオセンサーへの展開を
目指して、抗体を中心とする免疫分子に基づく人工タンパク質のデザ
インと精密機能解析を進める。 
 
次世代の医療用検体検査技術のプラットフォーム開発、環境計測・化成
品計測用バイオセンシング技術の開発など、新規生命分子・システム
を応用したバイオデバイスの開発を進める。 
 
半導体微細加工（MEMS）技術、マイクロ流体技術を用い、人工細
胞膜中に膜タンパク質・膜受容体を埋め込んだチップを作製し、創
薬・生体模倣型バイオセンサの研究を行う。またチャネル膜タンパク
質の持つナノ孔を利用し、高感度―分子検出システムを構築する。 
 
高等植物が進化的に獲得した多種多様な環境ストレス耐用機構を細
胞、タンパク質、遺伝子レベルで解明し、その工学的応用に関する研
究を行う。 
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  海 洋 生 命 工 学 
 
 
 
 
  生 命 分 子 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
  生 体 電 子 工 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  生 命 有 機 化 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  創 薬 酵 素 工 学 
 
 
 
 
  生 命 環 境 工 学 
 
 
 
 
 
   生 物 言 語 学 

田　中　　剛 
 
 
 
 
新 垣 篤 史 
 
 
 
吉 野 知 子 
 
 
 
中 村 暢 文 
 
 
 
 
一 川 尚 広 
 
 
 
 
長 澤 和 夫 
（ 協 力 教 員 ） 
 
 
桜 井 香 里 
 
 
 
 
寺 　 正 行 
 
 
 
Christopher 
Vavricka 

 
 
 
養 王田   正   文　  
＊2025.３退職予定 
 
 
 
 
畠 山 雄 二

マリンカルチャーコレクションの構築及びそれを利用したバイオ燃
料・医薬品原料などの有用物質生産に関する研究／機械学習やバイオ
イメージインフォマティクスに基づく病原性微生物検出、医療診断技
術開発に関する研究を行う。 
 
分子生物学的な手法を用いて、バイオミネラリゼーションの機構を解
析し、無機物と有機物から構成される新しい物性を持ったナノバイオ
マテリアルの開発を行う。 
 
微生物を利用した新規バイオマテリアルの開発、特に分子生物学、タ
ンパク質科学、遺伝子工学を基盤とした高機能性バイオマテリアルの
創製とそれらを用いたバイオセンサの開発を行う。 
 
バイオプロセスに有用なタンパク質の探索と改良、それらのタンパク
質を利用した生体システム模倣プロセス、バイオエレクトロニックデ
バイスの開発を行う。また、イオン液体を用いた発電・蓄電デバイス
の開発を行う。 
 
脂質分子は自己組織的に二分子レイヤーを形成し、様々な生体機能物
質の場として機能する。当研究室では、このような両親媒性分子の自
己組織化を制御し、様々な周期構造を有する分子集合場を生み出し、
これまでにない物質機能場の創成を目指しています。 
 
有機合成化学手法を基盤とした、がん、エイズ、骨疾患等対にする新
しい作用メカニズムによる「くすり」の開発研究を行う。環境調和を
目指した新たな有機合成手法、試薬の開発を行う。 
 
ペプチド、糖鎖や天然物生理活性分子をモチーフとした新規機能性分
子を創製する方法論を、有機化学とバイオテクノロジーを組み合わせ
て開発する。さらに得られる機能性分子をツールとして、生命機構を
解明するケミカルバイオロジー研究を行う。 
 
生体高分子（核酸、タンパク質、細胞表層分子）を認識し、化学的な
制御を可能とする低分子化合物の設計と合成を行う。合成した化合物
を試験管レベル、細胞レベルで機能評価する。 
 
計算科学を組み合わせた酵素工学はあらゆる有用化合物の持続可能な
生合成を可能とする。現存する代謝経路を拡張し、高付加価値の医薬
品化合物を生み出すための、特殊な酵素機能の発見や改良に向けて計
算科学的にアプローチする。 
 
細胞内における蛋白質の一生を司る分子シャペロンの分子構造から機
能の解明。バイオレメディエーションによる環境修復に関する微生物
とその検出技術の開発、オーダーメード医療を目指した遺伝子解析技
術の開発、および蛋白質の高次構造の解析をコンピューターによる動
的構造変化の解明を行う。 
 
理論言語学、形式言語学、統語構造、意味構造、情報構造。
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  医用デバイス工学 
 
 
 
 
 
  生 体 医 用 分 光 学 
 
 
 
 
  ３ 次 元 画 像 工 学 
 
 
 
 
 
 
  医 用 超 音 波 工 学 
 
 
 
 
 
 
  生体医用センシング 
 
 
 
 
 
  生 体 物 理 工 学 
 
 
 
  光波センシング工学 
 
 
 
  超 伝 導 工 学 
 
 
  生 体 機 能 材 料 
 
 
 
 
  複 雑 系 生 命 工 学 
 
 
 
 
  生 体 機 械 工 学 
 
 
 
 
  生 体 医 用 分 光 学 
 
 
 
 
  環 境 言 語 学 
 

前 橋 兼 三 
 
 
 
 
 
三 沢 和 彦 
（※主任指導教員
として選択不可） 
 
 
高 木 康 博 
 
 
 
 
 
 
桝 田 晃 司 
 
 
 
 
 
 
生 嶋 健 司 
 
 
 
 
 
村 山 能 宏 
 
 
 
田 中 洋 介 
 
 
 
山 本 明 保 
 
 
赤 木 友 紀 
 
 
 
 
岡 野 太 治 
 
 
 
 
吉 野 大 輔 
 
 
 
 
伊 藤 輝 将 
 
 
 
 
浅 井 優 一 
 

疾病の早期発見、安心安全社会の実現のために、複雑な生体システム
を科学的に計測・解析するためのナノデバイスの開発を目指す。特
に、特異的な微細構造と伝導特性を持つグラフェンおよびカーボンナ
ノチューブに着目し、その製作技術、材料の基礎的な研究および高感
度センサ、量子デバイス等の開発を行っている。 
 
世界最速のストロボフラッシュを駆使して光と生体分子との相互作用
を自在に制御する技術を開発する。この農工大独自の技術を基盤とし
て、生命科学・獣医学・医学分野を基盤的かつ横断的に融合させるこ
とで、革新的な早期診断・予防技術を提案する。 
 
人の立体視機能を矛盾なく満たす立体表示技術としてホログラフィー
やライトフィールド表示について研究を行い、VR・AR技術やメタバ
ースで利用される次世代のヘッドマウントディスプレイやメガネなし
３Dディスプレイを実現する。また、眼球内に入れて用いるホログラ
ムコンタクトレンズについて研究を行い、これを用いた人間拡張技術
の実現を可能にする。 
 
超音波を用いて、身体を傷つけない診断・治療方法の開発を行ってい
る。物理学や電気電子工学の知見である「波動」を医療に応用する。
医学系研究者と積極的に連携し、超音波が引き起こす生体作用の検証
実験と、画像処理や機械学習を用いた情報抽出といった多方面の研究
テーマを進めており、これらの研究成果を融合した治療技術の実現を
目指している。 
 
独自の音響・光技術や高度な量子技術を活用して、超音波やテラヘル
ツ波（ミリ波～赤外光）に関わる革新的なセンシング技術を開発す
る。従来技術では捉えることができなかった情報を可視化し、医療診
断をはじめ、細胞評価、食品・産業用素材の検査など、様々な分野へ
の応用を目指す。 
 
生物物理学、ソフトマター物理学の実験的研究。特に、生体高分子の
力学特性やレオロジー特性、微生物の運動機構に着目した生体機能の
解明および観測、解析技術の開発を行う。 
 
多機能高速光情報処理、高機能光計測システムの構築、要素デバイ
ス、並びにデータ処理技術に関する研究を行うと共に、構造物や生体
のヘルスモニタリングへの応用を進めている。 
 
超伝導材料の物質科学・物性科学・応用に関する実験的研究。特に、
高温超伝導材料を用いた新しい強力磁石の開発を行う。 
 
化学・生物学・材料工学を基盤として、アンメットメディカルニーズ
に応えるスマートマテリアルの開発を行う。さらに、光や超音波等の
物理エネルギーと組み合わせることで、効率・精度に優れた診断およ
び治療の実現を目指している。 
 
細胞に似た特徴を有する人工細胞モデル（脂質二重膜小胞、化学振動
素子、アクティブマター）を用いて、生き物らしい振る舞いの発現メ
カニズムを物理学的観点から調べる。また、マイクロ流体デバイスを
活用して、先端の生命科学研究で必要とされる技術の開発も行う。 
 
細胞の力学応答機構に関する実験的研究と細胞応答を応用した医療機
器の開発研究。特に、循環器系疾患を対象に、血行力学刺激に対する
細胞応答機構および疾患の病態メカニズムの解明と循環器医療デバイ
スの開発を行う。 
 
光の空間・時間制御技術を駆使して小さな分子の特性を解析する新し
い光学イメージングや分光法の研究開発を行うとともに、それらの技
術を応用して生理活性を持つ分子や薬剤が生体組織や細胞に及ぼす作
用や機能を解き明かす。 
 
人間の言語がそれを取り巻く社会文化、さらに自然環境を、どのよう
に構築しているかについて、文化人類学・言語人類学・環境人類学の
視座から研究。南太平洋のフィジー諸島でのフィールドワーク、フィ
ジー語と伝統儀礼や神話的世界観の関係について研究。

　生体医用システム工学専攻
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  光 電 子 材 料 化 学 
 
 
  電子エネルギー化学 
 
 
 
  分 子 創 成 化 学 
 
 
 
  分 子 設 計 化 学 
 
 
 
  分 子 触 媒 化 学 
 
 
 
 
 
 
  無 機 固 体 化 学 

 
 
 
  キャパシタテクノロジー 
（寄 附 講 座 ）  

 
    有機・高分子光電子材料 
 
 
 
 
 
     有機・高分子素材化学 
 
 
 
 
 
    バイオ高分子材料 
 
 
 
 
 
 
 

熊 谷 義 直 
 
 
岩 間 悦 郎 
 
 
 
加 納 太 一 
 
 
 
齊 藤 亜 紀 夫 
 
 
 
平 野 雅 文 
 
 
 
森 　 啓 二 
 
 
前 田 和 之 
 
 
 
玉 光 賢 次 
 
 
下 村 武 史 
 
 
 
 
 
岡 本 昭 子 
 
 
 
 
 
村 上 義 彦 
 
 
 
 
村 岡 貴 博 

 
 
 

化合物半導体結晶の気相成長と物性の研究。窒化物半導体、酸化物半
導体結晶の厚膜高速成長を理論と実験の両面から検討。 
 
高速蓄電デバイスへの展開を目的としたナノ材料研究。ナノ粒子の結晶
構造・欠陥・複合形態制御を組み合わせた新規ナノ複合体材料の設計開
発とその評価技術構築。蓄電エネルギーと海水資源双方の高効率回収。 
 
有機化学的手法を用いた生物学的等価体の効率的合成法の開発と生物
活性物質合成への応用。人工酵素を目指した有機分子触媒の創製と環
境調和型の新規反応への応用。 
 
Lewis酸あるいは超原子価ヨウ素を用いる効率的な新規有機合成反応
の開発（連続的結合形成反応、多成分連結型反応などを中心）とその
応用（生理活性物質や機能性材料などの合成）。 
 
後周期遷移金属錯体による結合切断および形成反応。配位不飽和有機
金属錯体の反応性に関する研究。原子利用効率の高い新しい分子触媒
反応の開拓。 
 
ヒドリド転位を鍵とする炭素－水素結合変換型環化反応の開発。π－π
相互作用を駆使する分子変換法の開発。 
 
ゼオライト類縁物質や配位高分子等の新規ナノスペース材料の開発、
構造解析、応用に関する研究。無機有機ハイブリッドナノシートの創
製とナノスペース材料への展開。 

 
キャパシタ、リチウムイオン電池、ソフトエネルギーデバイスを対象とし
た、材料化学、機能設計、デバイス設計。さまざまな分野への応用展開。 
 
フレキシブルな分子エレクトロニクス実現をめざした機能性高分子材
料の研究：①導電性高分子ナノファイバーなどのナノ構造体の創製と
分子スケールでの機能評価、②低次元性や柔軟性を利用したポリマー
エネルギーデバイスの開発と機能評価、③自己組織性をもったソフト
デバイスの開発と機能評価。 
 
分子の空間的構造の精密な把握に基づく有機構造材料の開発：芳香環
が非共平面的に集積して構築される分子性化合物の、①結晶中での分
子構造（一分子を取り出したときの分子内の原子の空間配置）とその
集合体の空間配置、溶液中での分子構造の変化挙動の解析、②モノマ
ーへの変換と縮合系ポリマーへの組み込みに関する合成研究。 
 
医用高分子材料（バイオマテリアル）や機能性有機材料の開発。特
に、次世代医療のための外科手術用組織接着材料、血管内手術用ゲ
ル、薬物放出性マトリックス、遺伝子診断用ポリマー、がん特異的イ
メージング剤、バイオ分析用高分子膜などの開発。 
 
有機合成化学と超分子科学に基づいた、生体に関連した機能性有機分
子の開発と応用。特に、①タンパク質を安定化・機能操作する分子の
開発、②細胞膜などの脂質二分子膜の構造・物性を制御する分子の開
発、③細胞活動を操作する分子の開発。 

　応用化学専攻
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    有機・高分子物理化学 

 
 
 
 
    有機・高分子物性化学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  超分子・分子集積材料 
 
 
 
 
 
  有 機 材 料 数 理 
 
 
 
 
 
     有機・高分子材料開発 
 
 
 
 
    化学情報コミュニケーション学 

渡 邊 敏 行 
 
 
 
 
中 野 幸 司 
 
 
 
 
 
帯 刀 陽 子 
 
 
 
 
兼 橋 真 二 
 
 
 
 
 
合 田  洋 
 
 
畠 中 英 里 
 
 
斎 藤  拓 
（ 協 力 教 員 ） 
 
 
 
リーザ・ルーカス 
 
 
 
 
任 利 

①二酸化炭素を原料とするナノダイヤモンド、②光照射により繊毛運
動やぜん動運動・拍動するポリマー材料、③外部刺激により蛍光の
On-Offを自在に制御できる有機材料、④ドラッグデリバリーシステム
や再生医療に有用な高分子材料等の機能性材料の開発。 
 
有機合成化学を基盤とする有機機能性材料の創製。特に、①新しいπ
共役化合物の設計・合成、および有機エレクトロニクス材料・有機オ
プトエレクトロニクス材料としての機能評価と応用、②高活性・高選
択性の発現を目指した新規重合触媒の開発、およびその触媒をもちい
た機能性高分子材料の開発。 
 
エレクトロニクスデバイス作製のための新規機能性有機材料の開発。
①特異な電気・磁気特性を発現する機能性材料の合成、②機能性材料
からなる分子集合体の作製、③電気・磁気物性などの有機電子デバイ
ス特性の評価。 
 
持続可能社会の実現に貢献する新規な環境機能材料の創製。高分子科
学、物質移動、環境科学に立脚した未利用バイオマス由来の機能性マ
テリアル、温室効果ガス回収、クリーンエネルギー水素精製、天然ガ
ス・バイオガス濃縮用の分離膜素材、フードロス対策となるガスバリ
ア材料およびそのハイブリッド材料に関する研究。 
 
デーン手術、ヘガード分解、葉層構造、接触構造などの幾何学的手法
を用いる 3 次元多様体およびその中の結び目の解明。 
 
低次元トポロジーにおける手法を用いた結び目、曲面結び目および３
次元多様体の分類の研究。 
 
ポリマーブレンド法による有機材料の高次構造制御と高性能材料設
計。超臨界流体を利用した複合材料や微多孔膜の創製とグリーンケミ
ストリー。応力・複屈折同時測定法による光学物性の評価や新規光学
材料の設計。結晶化や分子運動など、高分子物性の基礎科学。 
 
言語学、形式意味論・語用論。言語の内容と運用に関連する現象を、
数理論理学の方法で分析する。特に終助詞、発話の背景にある想定、
イントネーションなど、従来の理論言語学の方法論では捉えにくい現
象の解明を目指す。 
 
ことばの多様性を社会との関わりから捉える社会言語学研究。使用者
の属性・使用場面、言語行動、言語生活、言語接触、言語変化、言語
意識などの観点からことばの様相を考察し、社会生活においてことば
がどのように使用されているかに関する研究。今後化学情報技術力を
実現するために化学物質そのものについて、意思疎通による理解を図
る化学情報コミュニケーションに関する研究。






















